
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 施設数 棟数 
小学校 ３ １１ 
中学校 １  ３ 
幼稚園 １  １ 

計 ５ １５ 

■背景・目的等 

聖籠町学校施設長寿命化計画 ＜概要版＞ 

■対象施設 

 本町では、「聖籠町教育大綱（平成 28年 4 月）」において「 『 緑・ふれあい・夢づくり 』 ～協働

による町民自治の実現～ 』の基本理念のもと、学校・家庭・地域の連携による教育力の向上を目指し

て、様々な教育活動を展開しています。 

 学校施設の老朽化が進み更新需要が高まる中で、国や地方自治体の財政は厳しく、従来の整備方法では

対応が困難となっていく見込みです。このため、文部科学省は、全国の教育委員会に対し、2020（令和

２）年度までに公立学校施設に係る個別施設計画を策定し、学校施設の改修等について計画的に取り組

むよう求めています。 

 本町においても、学校施設の老朽化に伴い維持・更新が求められる一方で、将来的な人口見通しや少子

高齢化の進展による社会構造の変化に伴い、財政状況は厳しくなると予想されます。 

 聖籠町学校施設長寿命化計画（以下、「本計画」という。）は、総合管理計画を推進するため、学校施設

の中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減及び予算の平準化を図るとともに、学校施設に求

められるより良い教育環境を確保することを目的としています。 

■計画の位置づけ 

 本計画は、国の「インフラ長寿命化基本計画」

に規定される個別施設計画に位置づけられ

るものです。 

■計画期間 

※ 本計画は、上位計画等の見直しや社会情勢の変化などの状況に応じて、適宜見直しを行います。 

2021（令和 3）年度から 2047（令和 29）年度までの 26 年間 

 本計画の対象施設は、本町が所有する学校教育

系施設（小学校３校、中学校１校の計４施設）と、

子育て支援施設（幼稚園１園）の合計５施設とし

ます。 

 なお、学校校内にある小規模な倉庫・物置、プー

ル付属室、風除室などの施設については、日常的

な利用が少ないことから、長寿命化検討対象施

設から除外します。 

※ 幼稚園施設は、令和４年度から蓮野こども園と亀代こども

園の２園が民間団体へ管理移管される予定となっているこ

とから、本計画からは除外しております。 

図１ 本計画の位置づけ 



 
 
 
 
 
 
  

■学校施設の老朽化状況の実態 

■学校施設の目指すべき姿 

社会情勢の変化に適応できる学校づくり 

安全・安心に学習できる学校づくり 

持続可能な学校づくり 

 教育環境に求められる機能は、時代の変化に伴い多様化します。子どもたちと教職員にとって

良好な教育環境の維持・向上を図りながら、ＩＣＴ教育の推進など、多様な学習活動のニーズ

に適宜対応できるようにしていきます。 

 学校施設は、子どもたちの学習の場、生活の場として安全で安心な環境を創出します。 

 学校は、児童生徒だけでなく、職員や地域住民の利用にも配慮して、バリアフリー化やユニバ

ーサルデザインの概念を取り入れた施設整備を進めます。 

 老朽化した学校施設等の維持保全や更新等には多大な財政負担が伴います。今後の学校施設の

維持保全については予防保全（長寿命化改良）を心がけ、国庫補助事業を活用しながらできる

だけライフサイクルコストの縮減に努めます。 

 建築部位、設備ごとの劣化状況に

ついて、屋根・屋上、外壁は法定

点検調査結果を活用して評価を

行い、内部仕上げ、電気設備、機

械設備は経過年数を基本にＡ、

Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価を行い

ました。 

評価 基準

A 概ね良好

B 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

C 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

D

早急に対応する必要がある。
（安全上、機能上、問題あり）
（躯体の耐久性に影響を与えている）
（設備が故障し、施設運営に支障を与えている）等

評価 基準

A 20年未満

B 20年～40年

C 40年以上

D
経過年数に関わら
ず著しい劣化事象
がある場合

基準 2020

1 2057 蓮野小学校
管理棟、普通教
室棟、特別教室

14-1,-4 RC 3 4,280 1985 S60 35 新 長寿命 D D B B C 47

2 2057 蓮野小学校 食堂棟 14-2,-3 RC 1 323 1985 S60 35 新 長寿命 C C B B B 62

3 2057 蓮野小学校 体育館棟 15-1,-2,-3 RC 2 1,332 1985 S60 35 新 長寿命 D D B B B 51

4 2059 山倉小学校 体育館 15 S 2 1,215 1979 S54 41 旧 済 済 H21 24.4 長寿命 D D B B B 51

5 2059 山倉小学校
管理・特別教室
棟、教室棟

17-1,-2,-4 RC 3 4,611 1986 S61 34 新 長寿命 D D B B B 51

6 2059 山倉小学校 食堂 17-3 S 1 440 1986 S61 34 新 長寿命 C C B B B 62

7 2061 亀代小学校 普通教室棟 1,11 RC 3 2,085 1977 S52 43 旧 済 済 H21 41.6 長寿命 C D B B B 53

8 2061 亀代小学校 特別教室棟 2，6 RC 3 1,942 1977 S52 43 旧 済 済 H21 38 長寿命 C D B B B 53

9 2061 亀代小学校 管理棟 3 RC 2 824 1977 S52 43 旧 済 済 H21 36.9 長寿命 C D B B B 53

10 2061 亀代小学校 体育館 7 RC 1 1,205 1977 S52 43 旧 済 済 H21 38.2 長寿命 A C B B B 67 一部鉄骨造

11 2061 亀代小学校 食堂 12 S 1 701 1987 S62 33 新 長寿命 C C B B B 62

12 4058 聖籠中学校 体育館
1-1,-2,-3,-
4

RC 2 3,304 1999 H11 21 新 長寿命 A B B B B 77 一部木造

13 4058 聖籠中学校 校舎棟 2-1,-2 RC 2 8,756 2000 H12 20 新 長寿命 A C A B C 72

14 4058 聖籠中学校 校舎棟 3-1,-2 RC 2 2,893 2000 H12 20 新 長寿命 A C A B C 72 一部木造

15 6659 蓮潟こども園 園舎棟 1 RC 2 1,917 1979 S54 41 旧 済 済 H22 35.1 長寿命 C D D B D 21
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長寿命化判定

：築30年以上：築50年以上

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

【屋根・屋上、外壁】 

【内部仕上げ、電気設備、 

機械設備】 

表１ 建物の健全性及び劣化状況等の評価結果 



  ■長寿命化による維持・更新コストの把握 

■学校施設整備の基本的な方針等 

【従来型のコスト】 

 従来型では、すべての建物を建築後 50年で改築した場合を想定し算出します。 

 文部科学省の試算ソフトの試算結果によると、従来型の維持・更新コストは、今後 40 年間で約 192 億

円、年平均約 4.8 億円となります。 

 過去５年間の施設関連経費の平均は約 1.2 億円で、１年あたり約 4倍の費用がかかることになります。

今後、大規模改造や改築が周期的に巡ってきて、その度に多額の費用が見込まれます。 

【長寿命化型のコスト】 

 長寿命化型では、劣化状況や健全性を考慮して長寿命化判定を行い、建築後 50 年で長寿命化改修し 80

年まで使用する場合について算出します。 

 文部科学省の試算ソフトの試算結果によると、長寿命化型の維持・更新コストは、40年間で約 145億

円、年平均は約 3.6 億円となります。 

 過去５年間の施設関連経費の平均は約 1.2 億円で、１年あたり約３倍の費用がかかる見込みです。 

図２ 従来型の維持・更新コスト 図３ 長寿命化型の維持・更新コスト 

【学校整備の基本方針】 

基本方針１：多様化する教育方針に適応できるよう、学校施設の設備改良や充実に取り組み、質の高い教育

環境の形成を図ります 

基本方針２：学校の利用者を児童生徒のみならず、地域住民の利用にも配慮し、誰もが利用しやすい環境づ

くりを目指します 

基本方針３：末永く利用できる学校づくりを目指すため、予防保全を中心としたライフサイクルコストの

低減に努めます 

【学校整備の基本方針】 

 聖籠町の地理的状況や現在の子どもの人口を勘案し、当面の間、既存の１こども園、３小学校、１中

学校の規模及び現配置を維持します。また、現施設においては、計画的な改良工事をおこない長寿命

化を図ります。 

 幼稚園施設の蓮潟こども園については、保護者ニーズの動向や社会情勢等を見据え、廃止が必要とな

った場合には、総合計画との整合性を踏まえた上で、公共施設の適正な配置と効率的な管理運営を目

指し、必要な住民サービスを確保した在り方を検討します。 

＝ － 
〔従来型〕  

40 年間の総額 192 億円，

約 4.8 億円/年 

〔長寿命化型〕 

40 年間の総額 145 億円 

約 3.6 億円/年 

〔縮減額〕 

約 47 億円 

約 1.2 億円/年 



 

■長寿命化の実施計画 

■継続的運用方針 

【長寿命化及び予防保全の方針】 

 改築を前提とした老朽化対策から計画的な維持保全を行い、長寿命化を図る施設を設定し、中長期的

な維持管理等に係るトータルコストの縮減・予算の平準化を図ります。 

 長寿命化を図る施設については、大規模改造（機能回復）、長寿命化改修（機能向上）の実施により、

経年の機能や性能の劣化を抑制するとともに、省エネルギー化やバリアフリー化等の社会的要求への

対応をあわせて行います。 

 損傷や故障の発生に伴い修繕を行う「事後保全」ではなく、損傷が軽微である早期段階から予防的な

修繕等を実施することで、機能・性能の保持・回復を図る「予防保全」を導入します。 

【改修等の優先順位】 

 学校施設の改修等の考え方

は、建築年度の古い順に劣化

状況を勘案して検討します。 

 改修等は校舎、屋内運動場、

園舎で実施することを基本

とします。 

【学校施設の実施計画】 

 学校施設の直近５年の実施

計画は、以下のとおりです。 

（万円）

学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費

長寿命化改修 蓮野小学校 6,263 山倉小学校 6,000 蓮野小学校 5,000 蓮潟こども園 2,000

蓮潟こども園 5,000 山倉小学校 5,000 蓮野小学校 2,000
亀代小学校 5,000 山倉小学校 2,000

亀代小学校 2,000

防災関連事業 聖籠中学校 4,947
亀代小学校 4,331

空調整備 聖籠中学校 4,950 蓮潟こども園 2,000 聖籠中学校 3,000
蓮野小学校 1,334 蓮野小学校 2,000

その他施設整備費 聖籠中学校 32 ５施設全校 400 ５施設全校 400 ５施設全校 400 ５施設全校 400
各小学校 174 亀代小学校 850 山倉小学校 850 蓮野小学校 850 蓮潟こども園 850
蓮潟こども園 197 蓮潟こども園 2,000

亀代小学校 600
蓮野小学校 600
山倉小学校 600

維持修繕費 聖籠中学校 200 聖籠中学校 200 聖籠中学校 250 聖籠中学校 250 聖籠中学校 250
各小学校 150 各小学校 150 各小学校 200 各小学校 200 各小学校 200
蓮潟こども園 30 蓮潟こども園 30 蓮潟こども園 50 蓮潟こども園 50 蓮潟こども園 50

光熱水費・委託費 ５施設全校 5,500 ５施設全校 5,500 ５施設全校 5,500 ５施設全校 5,500 ５施設全校 5,500

2025(R7)

施
設
整
備
費

合　計 21,845 21,193 18,250 25,250 15,250

1 2 3 4 5
2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6)

事業名称

年度

表２ 直近５年の実施計画 

【情報基盤の整備と活用】 

 施設の基本情報、光熱水費、修繕履歴等の情報をデータベースに整理して、一元管理することにより、

計画的かつ効率的な維持管理を推進します。 

【推進体制等の整備】 

 計画を継続的に実施するために、教育委員会を中心に関係課と連携し、全庁的な体制で取り組んでい

きます。 

 学校施設の維持管理については、各学校の職員による劣化調査や法定点検による報告書を活用して、

不具合の早期発見と修繕対応を図ります。 

【推進体制等の整備】 

 計画の進捗状況を把握・評価し、状況に応

じて適切に改善を行います。 

 PDCA サイクルの考え方に基づいて計画の

推進に取り組みます。特に、計画の見直し

に際しては、長寿命化の実施状況、老朽化

の状況を評価し、再検討を行います。 図４ PDCA サイクルに基づく計画のフォローアップ 

聖籠町学校施設長寿命化計画 令和３年３月 

聖籠町教育委員会子ども教育課 

〒957-0192 新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山 1635 番地 4 

TEL：0254-27-2111 


